
①

「令和の日本型学校
教育の具現化に向け
た実証研究」の取組
の推進（県教育委員
会より研究推進校に
指定）★

・教職員は、「教科部会の内容が充実している」と
感じている。
【教職員・満足】

・石川県教育委員会より研究推進校
の指定を受けた「令和の日本型学校
教育の具現化に向けた実証研究」に
ついて全教職員で実践に取り組んで
いく。本校では「令和の日本型学校教
育」を生きていく上での課題解決に自
ら挑むことと捉え、子供が自分で自分
の背中を押す「学び続ける力」と、他
者の学びと協働することで自己の「学
びを調整する力」を養い、各教科でつ
けたい力の獲得を目指していく。

・令和６年度の研究より「子供に学び
を委ねる」授業実践に向け必要性を
感じた、教師が子供の学びの姿を見
取り、評価することで子供の学びを後
押ししたり、「協働的な学び」につなげ
たりする取組を進めたい。

・各種学力調査の分析（教師の指導
上の課題発見）を各教科部会で行
い、その分析を全教職員で共有し、そ
の内容を「教科等の資質・能力育成
シート」に反映させている。

・昨年２学期は指定研究の趣旨に応
じた授業研究・実践を教科部会で実
施した。今後も教科部会を単位に授
業研究を行い、そこで得られた知識・
経験を学校全体で共有することで学
力向上に努めたい。

②

「教科等の資質・能力
育成シート」「学力向
上ロードマップ」に基
づく取組の推進

・教職員は、学力調査の結果を分析し、「教科等の
資質・能力育成シート」に基づく指導をしている。
【教職員・成果】

学力向上1

備考経営目標

・授業では、他の人の考えや意見を自分の学びに
生かしている。
【生徒・成果】

　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上
　Ｃ：８５％以上
　Ｄ：８５％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

・教職員は子供に学び方を委ねた「高中スタイル」
の授業に取り組んでいる。
【教職員・努力】

・教職員は「高中スタイル」の授業において、子供
の評価を見取り「協働的な学び」につなげている。
【教職員・努力】

　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上
　Ｃ：８５％以上
　Ｄ：８５％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上
　Ｃ：８５％以上
　Ｄ：８５％未満
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取組内容
現　　　状

（令和６年度最終報告より）
評価の観点

　　　 　達成度判断基準
　※肯定的評価を基準とする
　※ＣまたがＤの場合再検討



備考経営目標 取組内容
現　　　状

（令和６年度最終報告より）
評価の観点

　　　 　達成度判断基準
　※肯定的評価を基準とする
　※ＣまたがＤの場合再検討

②
積極的・組織的な「支
える生徒指導」の推進

★

・教職員は生徒理解に努め、一人一人に応じたき
め細かな指導に努めている。
【教職員・成果】

・生徒は「学校へ行くことが楽しい」と感じている。
【生徒・成果】

・保護者は、「学校におけるいじめの未然防止や早
期発見のための取組」を知っている。
【保護者・満足】

　Ａ：１００％
　Ｂ：９５％以上
　Ｃ：９０％以上
　Ｄ：９０％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

① 自己肯定感の育成

・教職員は生徒を褒めたり伸ばしたりしながら、長
所を認める（伝える）指導をしている。
【教職員・成果】

　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上
　Ｃ：８５％以上
　Ｄ：８５％未満

・教職員にとっては生徒理解、人間関
係構築の機会、生徒にとっては学校
の中に相談できる大人がいると思え
ることを目的とする月に１度の教育相
談を今後も継続していく。

・授業のみならず運動会、合唱コン
クール等の行事等において、生徒の
頑張りや成長を見取り、認める・褒め
る指導を継続していく。

・「学校が楽しい」と回答できなかった
約１割の生徒を対象に面談の機会を
設けるなど、生徒に寄り添ったの支援
策を考えていく。

・保護者アンケートの「学校における
いじめの未然防止や早期発見の取
組」を知っているの回答が、前期より
5.5ポイント上昇した。９月学校便り（学
校評価アンケートの結果）に掲載した
ことによると思われる。学校の取組を
知らせることも大切だが、迅速で丁寧
な保護者への対応を心がけていきた
い。

・道徳の授業改善についての教職員
の評価が昨年度後期は10ポイント上
昇した。昨年度に続き、生徒も他者の
考えを聞くことで、見方・考え方の広ま
りとともに自身の成長も感じているよ
うだ。今後も指定研究の実践に向け
た取組をベースに「思考を深め、伝え
合う力」を高める道徳の授業づくりに
取り組んでいく。

道徳教育の充実③

・生徒は、道徳の授業において自分の思いを表現
する場面がある。
【生徒・満足】

・教職員は道徳の授業において「考え議論する道
徳」の実現に取り組んでいる。
【教職員・努力】

・生徒は「自分には良いところがある」と感じてい
る。
【生徒・成果】

　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７０％以上
　Ｃ：６０％以上
　Ｄ：６０％未満

豊かな心の育成

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
　Ｃ：８０％以上
　Ｄ：８０％未満
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①

②

3

③
適切なメディアの使い
方の指導と啓発活動

・生徒は「かほく市ネットルール」を心がけている。
【生徒・努力】

・生徒を対象として栄養教諭を講師に
招聘し、食育についての学習会を実
施した。保護者を対象に給食試食会・
食育講座を実施することで、一昨年ま
での、残菜０の指導から、将来の食生
活を見通した指導が定着してきた。
・保護者アンケートにおいて「お子様
は朝食を毎日食べている」との回答が
93％（「朝食を毎日食べている」と回答
した生徒は96％）と例年になく低く、家
庭での様子が気にかかる。

・体力テスト8種目（男女とも）のうち、
県平均以上の種目数が減少した。苦
手種目について、保健体育の時間に
補強運動を実施していく。

・メール・ネットの使用時間は微増だ
が、今年度の特徴として「平日に１時
間以上学習している」と回答した生徒
が全生徒の3分の2を超えた。（昨年度
より20ポイント以上増）健康な身体を
作る中学生時期の生活について考え
る活動を今後も継続していく。また「か
ほく市ネットルール」を取り上げたり、
実際に起こったトラブルを例に挙げ指
導したりするなど、あらゆる機会を通
じてネットモラル・マナーについて指
導・啓発する機会を今年度も設けてい
く。

・学校は給食指導等の機会を捉え、食育指導を
行っている。
【教職員・努力】

体力・運動能力の向
上★

・学校はネット社会の光と影、マナーとモラルにつ
いて指導する機会を設けている。
【教職員・成果】

　Ａ：４回以上
　Ｂ：３回
　Ｃ：２回
　Ｄ：２回未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上
　Ｃ：８５％以上
　Ｄ：８５％未満

・体力テストにおける、県平均値以上の種目数（全
８種目）
【生徒・成果】

　Ａ：７種目以上
　Ｂ：６種目
　Ｃ：５種目
　Ｄ：４種目未満

健康教育の充実と
体力向上

食育の推進



備考経営目標 取組内容
現　　　状

（令和６年度最終報告より）
評価の観点

　　　 　達成度判断基準
　※肯定的評価を基準とする
　※ＣまたがＤの場合再検討

①

②

④

4

・教職員は自己の役割が明確で職務を円滑に遂
行している。
【教職員・成果】

円滑な組織運営と
学校の活性化

・学校評価アンケートの結果の分析及び学校運営
協議会の意見を基に、教育活動の改善位努めて
いる。
【教職員・成果】

・学校は、地域の外部人材を積極的に活用してい
る
【教職員・成果】

・校務分掌部会が、整理・統合の視点
から校務を見直す共通理解の場と
なっている。校務分掌部会は、学校評
価アンケート結果を基に、分析や改善
策も検討し円滑な校務遂行のための
役割を果たしている。

・夏季休業中には３校共通の取組「子
供主体の授業」について、実践報告し
教科ごとで協議する場を設けた。

・昨年度より業務の負担感を考慮し、
小中連携の時期や内容の見直しを
図った。今後も継続していく。

・「学校は相談や問い合わせに適切に
対応してくれる」のA評価であった。今
後も学校行事、各種たより、ホーム
ページ等を活用し、学校の教育活動
について保護者・地域への発信を進
めていく。

・1年生の地域学習、2年生の職場体
験学習、３年生のSDGs学習等、探究
学習の講師に、1、2年生への本の読
み聞かせ等に、50名を超える外部の
方（職場体験受け入れ先を除く）に学
校の教育活動に参画していただいて
いる。生徒の視野を広げ、自身の生き
方について考える機会を今後も教育
課程に位置づけていく。

　Ａ：９５％以上
　Ｂ：９０％以上
　Ｃ：８５％以上
　Ｄ：８５％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

・保護者は学校便り・ホームぺージ等を通して、学
校の方針や生徒の様子等を知ることができる。
【保護者・満足】

・学校は相談や問い合わせに適切に対応してくれ
る。
【保護者・満足】

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

③
信頼される学校づくり
のための連携強化★

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

学校評価を生かした
学校運営

・小中連携において、教職員間、児童生徒間の交
流を通して、相互理解を深めている。
【教職員・成果】

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
　Ｃ：８０％以上
　Ｄ：８０％未満

組織的な学校運営と
校務分掌の確立

コミュニティスクールを
生かした魅力ある学
校づくりの推進



備考経営目標 取組内容
現　　　状

（令和６年度最終報告より）
評価の観点

　　　 　達成度判断基準
　※肯定的評価を基準とする
　※ＣまたがＤの場合再検討

5 ①
教職員の時間外勤務
の削減★

教職員の働き方改
革の徹底

・文化祭を学習成果発表会に改編し
たことと、後期より平日の部活動休業
日を１日減じたことより、昨年10月～２
月の教職員の時間外勤務時間は、一
昨年に比べて69時間減少した。

・依然として時間外勤務が80時間を超
える教職員もいるために、決められた
時間内で働く意識をさらに高めてい
く。

・教職員は、効率的・効果的な取組がなされるよう
な意識を持った働き方（働き方改革）を行ってい
る。
【教職員・成果】

　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
　Ｄ：７０％未満


